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 今学期も様々な行事が無事に実施できたことは、保護者の皆様、

地域の皆様に様々な面で多大なるご配慮、ご支援、ご協力をいただ

いたおかげです。誠にありがとうございました。改めてお礼申し上

げます。本日の終業式をもって８３日間の２学期を終えました。 

【２学期終業式で全校に話したこと】 

 今日で長い２学期が終わります。皆さんにとってどんな８３日間だ

ったでしょうか。振り返ってみてください。さて、私が２学期の始業式

に話した内容は大きく２つありましたが、覚えていますか。１つは、

「他喜力」「他輝力」を高めてほしいという話です。皆さんは２学期に、

自分の周りの人を喜ばせたり、輝かせたりすることはできたでしょう

か。もう１つは「勉強はなぜ必要か。」という話でした。この話のとき

に２つの例を出しました。七味缶の話と、ジャガイモとタマネギの料

理の話です。この２つ例から、いろいろな体験や勉強をして、知識を

増やしながら発想や知恵の引き出しを増やした方が、より便利で豊

かな生活を送れますよ。という話をしました。そして、話の最後に、続

きは次回に…ということでしたので、今日はその続きからです。 

＜ボールを使ったデモンストレーション＞ 

自分はできることが少ないという場合にも、それをどう使うか工夫をすること

で新たなことができるようになります。自分の使える知識（武器）を最大限活用し

ようとすること、そして発想を変えてみることで、新たなできることが生まれま

す。このように考えることが「できることを増やすコツ」「勉強のコツ」になります。 

もう１つ。習ったときには分かっていたのに、しばらくすると、忘れてしまってできなくなっ

てしまうという人はいませんか。覚えたことを忘れないようにするにはどうすればよいでしょ

うか。これは、ラーニング・ピラミッドというものです。どういう学習をするとより効率よく身

につくことができるかを表したものです。 

これによると、新しいことを身に付けた

いときは、ただ聞いているだけではなく、

インプットするときにも主体的に取り組む

ことが大事であるということ、そして、そ

れをアウトプットすることで忘れにくくな

り、自分の力として身に付いていくように

なるということです。習ったことを誰かに

伝えるだけでも忘れにくくなります。前回

の七味缶の話をお家の方にしてくれた人

もいたようです。その人はきっと今日も

覚えていたのではないでしょうか。 

最後に、京都にある薬師寺のお坊さんに教えていただいたお話をします。 



ところで、薬師寺って知っていますか？三重塔が２本立っている珍しいお寺なので、昔は修

学旅行でよく行ったお寺なのですが。このお寺では、お坊さんからお話を聞く法話というもの

が有名でした。いろいろなお話をしてくれたのですが、その法話の中の１つです。 

「嫌なことや苦手なことがあったときに皆さんはどうなりますか。顔がだんだんと下に向いてきて

しまいませんか。顔を下に向けていると、面が倒れているので「面倒」になってしまいます。でも、

そんなときこそ顔を上げてみましょう。顔を上に向けていると、顔に日（光）が当たり、面が白くな

るので「面白い」になります。だから、顔を下に向けているのではなく、顔を上げて、いろいろなこ

とに前向きに取り組んでいきましょう。」というお話でした。 

つまり、「面倒」と感じるか「面白い」と感じるかは、自分自身の心次第であるということです。

心が下を向くと身体も下を向き「面倒」と感じ、心が上を向くと身体も上を向き「面白く」なり

ます。勉強や部活動、友人関係…など、大変な時もありますが、私たちも顔を上げて「面白い」

学校生活にしていきましょう。 

＜スケートとスキーの大会に臨む選手の紹介と応援＞ 

それでは明日からの年末年始休業、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症などへの対

策を万全にして、健康にはくれぐれも留意してください。また、事故や事件に巻き込まれない

ように気をつけてください。１月８日の始業式に元気な姿で再会

できることを楽しみにしています。良いお年をお迎えください。 

 

第３回学校運営協議会 

１２月１３日(金)に第３回学校運営協議会を行いました。学校評議員の

皆さんに５時間目の授業を参観していただいた後に、懇談を行いました。授業参観の感想では、「先生と

生徒の信頼関係ができていると感じた。」「生徒たちがタブレット、キーボード入力を使いこなしていた。」

「英語を聞き取る能力が高いと感じた。会話形式の授業で、英語をしゃべる度胸がついている。」「デジタ

ルを使ったものだけでなく、黒板を使った授業や生徒同士で教え合いなど、先生方の持ち味が出ていた。

いろいろな授業の形があった方が生徒にとっても良いと思うので、良かった。」「主体的な取り組みが深い

学びにつながっていくような授業にしてほしい。」「力のある先生がいるので、板書の仕方を先生たちで見

合う研修をしていくとよい。」など、多くのご示唆をいただきました。 

その他に「北部中学校区の特色としては、４小学校５地区というものがある。

各小学校でやってきたことを生かしながら、地域にある財産を使う活動を考えて

いってほしい。」また、「図書館前の掲示物、読書郵便の活動などがとても素晴ら

しい。図書館教育を大事にしていてよい。」というご意見もいただきました。 

 

【連絡】 

・令和 6年度「諏訪・こども人権の集い」テレビ放映のお知らせ 

 ○第 43回「全国中学生人権作文コンテスト」諏訪地域大会の入賞者の表彰が行われました。 

諏訪優良賞３名 濵田万智さん(2-1)、小池彩紗さん(3-2)、趙 真澄さん(3-3) 

※入賞作品を代表して、趙 真澄さんが作文を発表しました。 

 ○中村紗和さん、太田瑛介さんが 1日人権擁護委員となり、会の進行を務めました。 

 ○放送日の時間（茅野・富士見・原会場から放送されます） 

   チャンネル 111 令和 7年 1月 2日(木) 午前 8時～，午後 6時～ 

   チャンネル 111 令和 7年 1月 5日(日) 午後 3時～ 

   チャンネル 112 令和 7年 1月 4日(土) 午前 8時～ 

   チャンネル 112 令和 7年 1月 5日(日) 午後 7時～ 

・湖東地区育成会より図書館の本購入のための補助金を寄贈していただ

きました。ありがとうございました。また、先号の学校と地域が共同

した活動の中に「湖東まつり」への参加が入っていませんでした。お詫びいたします。 

・休み中の 12月 30日（月）～１月３日（金）、または土日に、学校へ緊急な連絡をとりたい場合

は、茅野市役所 72-2101へ連絡をお願いします。 


